
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

情勢の変化及び事業の改善点等

評
価

根拠法令・要綱等

3

０１
１０

教育部教育総務課

会計
款
項
目

０１
０２

代替職員等雇用経費

名            称コードコード 名               称
一般会計
教育費
教育総務費
事務局費

１０１
０２

細目
細々目２２－９６７５塚脇　逸子 連絡先

臨時幼稚園教員 人 5 3

1

臨時給食調理員 人 24 27 19

事務補助員 人 2 0

H18 H19

1 1 1公用車運転業務嘱託員 人

H17
単位

50,459 51,000
5,226 5,523 5,600

47,219

1,859 1,859
1,976 2,000
1,859

効率性

少子化に伴う校区再編計画やまた給食センター化により、正規の給食調理員や用務員、幼稚園教諭の大幅な減員が予想される.

実績値 目標値

国県支出金
地方債
受益者負担

3,600

達成度 4

人件費の大幅な削減が見込まれる。

4

3,600 3,600
56,280 57,841 60,459

0.5 0.5

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

H17

対象等（何を、誰を）

一般管理経費
代替職員等雇用経費

H19（予算）H18（予算）
活動指標

１　公用車運転業務嘱託員雇用　　２　事務局事務補助員雇用　　３　学校給食調理員臨時代替雇用　　４　用務員欠員代替雇用　　５　スクール
バス運転嘱託員代替雇用　６　幼稚園教諭臨時雇用等

育児休業、病気休暇等により勤務できない職員の代替者を速やかに補充
することにより、正常かつ安定した学校運営が維持できる。また、正規職員
の退職分を臨時職員で補充することにより人件費の削減が図れる。

成果（どうなるのか）

0.5

担当部課名

一般事務

学校給食調理員、用務員等

事業名

基本施策

952

伊賀市　事務事業評価シート

31 個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める

61,441 64,05959,880

59,880 61,441 64,059

正規職員     （人）

その他特財

運転業務嘱託
事務補助賃金
代替賃金
その他


